
「
岡
目
一
目
」

　

東
山
の
お
寺
で
先
日
、
ジ
ャ

ズ
の
生
演
奏
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
異
様
な
光
景
で
あ
っ
た
。

　

半
眼
で
座
っ
て
動
か
ぬ
仏
様

の
前
で
、
ジ
ャ
ズ
の
ド
ラ
ム
が

響
き
、
黒
人
女
性
歌
手
が
歌
っ

て
踊
っ
た
。
演
奏
が
進
む
に
つ

れ
て
、
本
堂
満
杯
の
二
〇
〇
人

余
り
の
観
客
の
熱
狂
は
高
ま
っ

て
い
っ
て
、
皆
手
を
叩
い
て
踊

り
始
め
た
。

　

赤
ん
坊
を
抱
い
て
踊
っ
て
い

た
若
い
母
親
は
、「
普
通
の
音

楽
会
で
は
赤
ん
坊
が
泣
く
の
で

行
け
な
い
が
、
こ
こ
で
は
大
丈

夫
」
と
言
っ
た
。

　

生
演
奏
は
、
バ
ン
ド
の
ジ
ャ

ー
ン
と
言
う
金
属
音
で
始
ま
っ

た
。
仏
様
の
前
の
ガ
ン
モ
ン
モ

の
音
を
意
識
し
た
演
出
で
は
な

い
か
と
私
は
思
っ
た
。
こ
の
寺

の
跡
取
り
は
医
者
で
も
あ
る
。

　

異
様
な
光
景
の
中
で
少
し
考

え
た
。「
お
寺
は
死
ん
だ
者
の

た
め
だ
け
に
在
る
の
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
者

の
た
め
に
も
在
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
。

　

死
と
向
い
あ
っ
て
こ
そ
の

生
。
仏
様
の
前
で
、
汗
を
か
い

て
し
な
や
か
に
踊
り
歌
う
黒
人

女
性
は
セ
ク
シ
ー
で
あ
っ
た
。

確
か
に
歓
喜
仏
な
ん
て
仏
様
も

い
た
な
あ
と
思
っ
た
。

　

仏
様
と
外
国
人
の
ジ
ャ
ズ
生

演
奏
。
考
え
て
み
た
ら
、
お
釈

迦
様
も
、元
々
外
国
人
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

高
山
市
美
術
展
覧
会
運
営
委
員
会

委
員
展

◇
日
時　

七
月
九
日
（
土
）
～
十

　
　
　
　

日
（
日
）　

時
間
未
定

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

語
り
部
ね
っ
と
飛
騨
高
山
朗
読
会 

第
一
回 

小
さ
な
朗
読
会

◇
日
時　

七
月
十
日
（
日
） 

　
　
　
　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階
大
会
議

室◇
入
場
無
料

日
本
の
太
鼓 

頂
上
響
演

◇
日
時　

七
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
一
時
～

◇
会
場　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化

　

セ
ン
タ
ー 

飛
騨
芸
術
堂

◇
料
金　

全
席
自
由 

二
千
円

　

※
高
校
生
以
下 

無
料
（
チ
ケ

　

ッ
ト
不
要
）

　

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
初
心
者

講
座
の
う
ち
、「
初
め
て
の
日
本

画
」は
、夜
間（
午
後
七
時
～
九
時
）

の
講
座
を
追
加
し
ま
し
た
。
お
申

し
込
み
は
、
文
化
会
館
一
階
窓
口

へ
。 初

心
者
講
座
の
追
加

　

昨
年
に
引
き
続
い
て
、
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
葛
西
聖
司
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。
松
竹
大

歌
舞
伎
、
三
代
猿
之
助
の
『
獨
道

中
五
十
三
驛
』
の
歌
舞
伎
に
つ
い

て
、
ど
こ
を
ど
う
見
れ
ば
良
い
の

か
、
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

葛
西
さ
ん
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
上

か
ら
で
な
く
客
席
の
中
に
入
っ

て
、
客
と
お
互
い
の
顔
を
見
な
が

ら
一
緒
に
セ
リ
フ
を
し
ゃ
べ
っ
た

歌
舞
伎
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

講 

師

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

葛
西
聖
司

り
、
音
楽
や
三
味
線
を
近
く
で
聞

い
た
り
し
ま
す
。

「
高
山
の
人
は
熱
心
で
、
夜
で
も

聞
き
に
来
て
く
れ
る
ん
で
す
ね
」

と
語
る
葛
西
さ
ん
。「
今
回
の
歌

舞
伎
は
、
東
京
で
見
る
の
と
は
ち

ょ
っ
と
違
う
の
で
、
そ
の
違
い
も

説
明
し
た
い
。
高
山
に
行
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

葛
西
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
東
京
生

ま
れ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
や
Ｔ

Ｖ
で
様
々
な
番
組
を
担
当
。
現
在

は
、
古
典
芸
能
や
日
本
の
伝
統
文

化
の
解
説
や
講
演
活
動
を
行
い
、

大
学
で
の
授
業
も
あ
り
、
著
書
も

多
数
あ
り
ま
す
。

「
歌
舞
伎
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」

◇
日
時　

八
月
五
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
七
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料
（
要
整
理
券
）

　

整
理
券
は
七
月
一
日
よ
り
文
化

　

会
館
窓
口
に
て
配
布

10/3月 午後6：30～

高山市民文化会館 大ホール
チケット発売

チケット料金

8/6（土）
一等席7,000円（会員6,500円）
二等席5,000円（会員4,500円）
小人（18歳以下）1,000円（一、二等席共通）

メセナメイト先行 10：00～
一般発売　　　　 13：00～

松
竹
大
歌
舞
伎

・
獨ひ
と
り
た
び
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
つ
ぎ

道
中
五
十
三
驛

・
浄
瑠
璃
「
写
う
つ
し
が
き
あ
ず
ま
の
う
ま
や
じ

書
東
驛
路
」

市
川
猿
之
助

板
東
巳
之
助 

他

出
演

第40回 飛騨文芸祭

　飛騨文芸祭は今回で40回目となりました。
今年も多数のご応募をお待ちしております。

◇対　　象　飛騨地域在住・在勤・出身者
◇ジャンル　小説・戯曲・児童文学・随筆・エッセイ・
　　　　　　評論・現代詩（3篇）・短歌（10首）・
　　　　　　俳句（10句）
◇応募方法　氏名（筆名）、住所、電話番号、ジャ
　　　　　　ンルを明記の上、郵送、メール又は
　　　　　　文化会館までお持ちください。
◇締　　切　平成28年8月15日（月）　当日消印有効
◇参  加  費　無料
◇問  合  せ　（一社）高山市文化協会　℡34-6550

作品募集中


